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第２節 騒 音 

第１項 調査概要 

騒音調査は施設及び最終処分場の周辺地域における状況を把握するために実施した。 

また、平成 14 年 12 月からは、施設が供用を開始したため、施設敷地境界における騒音レベ

ルについても併せて調査を実施した。 

 

１－１ 環境騒音 

１－１－１ 調査時期 

調査は、表２－１に示したとおり、施設建設工事中の春季から秋季にかけて各季１回と、施

設供用後の冬季の１回、実施した。 

また、測定時間は、建設工事中は工事開始１時間前から工事終了１時間後まで、施設供用後

は施設の稼動が 24 時間であることを考慮して、24 時間測定とした。 

 

表２－１ 調査時期 

工 程 時 季 調査年月日 

春 季 平成 14 年５月 24 日 

夏 季 平成 14 年７月 12 日 施設建設工事中 

秋 季 平成 14 年 10 月８日 

施設供用後 冬 季 平成 15 年２月 19 日～20 日(24 時間測定) 

 

１－１－２ 調査地点 

調査地点は図２－１に示したとおり、施設周辺２地点及び最終処分場計画地周辺２地点の計

４地点とした。 

 

１－１－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は環境騒音とした。 

調査方法は「騒音に係る環境基準」(環境庁告示第 64 号)に準じて実施した。 
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図２－１ 環境騒音・環境振動調査地点 

中間処理(溶融処理)施設 

凡 例 
●：環境騒音・環境振動調査地点 

環境騒音･振動№2 

最終処分場計画地 

環境騒音･振動№1 

環境騒音･振動№3 

環境騒音･振動№4 

● 

● 

● ● 
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１－２ 建設騒音 

１－２－１ 調査時期 

調査は、表２－２に示したとおり４月より 10 月まで（10 月８日が最終）の期間、各月１回

実施した。 

また、１回の調査頻度は、午前・午後各１回であるが、環境騒音調査実施日には、午前・午

後各２回とした。 

 

表２－２ 建設騒音測定年月日 

月 回数 測定頻度 調査年月日 月 回数 測定頻度 調査年月日 

４月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年４月 26 日 ８月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年８月 27 日 

５月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年５月 24 日 ９月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年９月 26 日 

６月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年６月 28 日 10 月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年 10 月８日 

７月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年７月 12 日     

 

１－２－２ 調査地点 

調査地点は図２－２に示したとおり、施設敷地境界４地点とした。 

 

１－２－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は建設騒音とし、調査方法は JIS Z 8731 によった。 
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図２－２ 建設騒音調査地点 

 

１－３ 工場騒音 

１－３－１ 調査時期 

調査は、表２－３に示したとおり、施設供用後の２月に実施した。 

また、測定時間は、施設が 24 時間稼動であることから、24 時間測定を行った。 

 

表２－３ 工場騒音測定年月日 

工 程 時 季 調査年月日 

施設供用後 冬 季 平成 15 年２月 19 日～20 日(24 時間測定) 

 

１－３－２ 調査地点 

調査地点は図２－３に示したとおり、施設敷地境界３地点とした。 

凡 例 
●：騒音調査地点 
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１－３－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は工場騒音とし、調査方法は「特定工場等において発生する騒音の規制に関する基

準」（昭和 43 年 11 月 27 日厚、農、通、運告１）によった。 

 

 
図２－３ 工場騒音調査地点 

 

第２項 調査結果 

２－１ 環境騒音 

調査結果は表２－４に示したとおり、施設建設工事中においては、騒音レベルは春季で 45～

60dB、夏季で 45～56dB、秋季で 44～56dB であった。 

また、施設供用後の冬季では、表２－５に示したとおり、昼間の時間帯では 50～60dB、夜間

の時間帯では 40～53dB であった。 

なお、№１（図２－１参照）については、環境基準のＡ類型（Ａ地域のうち 2 車線以上の車

線を有する道路に面する地域）に指定されており、昼間の時間帯は 60dB 以下、夜間の時間帯は

55dB 以下と定められている。今回の調査で昼間の時間帯では環境基準値と同じ 60dB であった

● 

● 

● 

● 

● 

№１№１№１№１    

№２№２№２№２    

№３№３№３№３    

凡 例 
●：工場騒音調査地点 
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が、これは沿道の道路交通騒音の影響が大きく、施設からの影響はほとんどないと考えられる。 

夜間については、同基準値を下回る値であった。 

また、他の３地点については、環境基準の適用を受けない地域であるが、参考として、№１

と同様の基準値と比較してみると、いずれの時間帯においても同基準値を下回る値であった。 
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表２－４ 環境騒音調査結果（施設建設工事中） 

注１：※は参考値（現在、環境基準は LAeqで評価するため、L50は参考値として示した。） 
注２：調査地点は図２－１参照。 

 

LAeq、１ｈ L50
※ LAeq、１ｈ L50

※ LAeq、１ｈ L50
※ LAeq、１ｈ L50

※

7:00 ～ 55 52 52 46 52 51 45 41
8:00 ～ 56 53 50 45 52 52 49 45
9:00 ～ 54 51 50 46 53 52 52 46
10:00 ～ 54 52 46 43 53 52 48 46
11:00 ～ 57 55 49 45 52 51 49 45
12:00 ～ 56 53 52 47 53 52 50 45
13:00 ～ 53 50 51 48 54 52 50 47
14:00 ～ 56 52 50 47 53 52 50 46
15:00 ～ 55 52 48 45 52 51 49 46
16:00 ～ 56 54 48 45 52 51 49 45
17:00 ～ 57 55 51 46 52 51 48 42
18:00 ～ 56 54 49 44 51 50 45 41
19:00 ～ 53 49 46 39 60 56 45 41
7:00 ～ 55 50 53 44 50 50 48 45
8:00 ～ 56 52 51 43 51 50 46 44
9:00 ～ 54 51 47 43 51 51 49 44
10:00 ～ 52 48 49 44 52 51 48 43
11:00 ～ 51 46 47 42 50 50 47 43
12:00 ～ 50 47 45 43 51 49 49 41
13:00 ～ 49 45 45 41 50 49 48 42
14:00 ～ 51 45 48 41 50 49 45 41
15:00 ～ 51 47 49 41 50 49 46 44
16:00 ～ 51 45 47 42 50 49 49 44
17:00 ～ 52 47 53 45 50 49 48 46
18:00 ～ 55 49 47 43 51 49 49 46
19:00 ～ 54 50 47 43 51 51 46 44
7:00 ～ 56 52 51 46 51 50 54 53
8:00 ～ 54 50 47 41 51 50 53 52
9:00 ～ 53 47 47 41 55 51 53 47
10:00 ～ 53 46 50 44 55 51 48 44
11:00 ～ 52 47 47 44 52 50 47 45
12:00 ～ 51 46 46 37 50 49 53 47
13:00 ～ 52 47 46 39 51 49 52 47
14:00 ～ 52 47 44 41 50 49 49 45
15:00 ～ 51 46 45 39 50 49 49 45
16:00 ～ 54 48 47 40 50 49 51 45
17:00 ～ 54 48 53 43 49 48 46 41
18:00 ～ 54 48 45 41 49 48 47 43
19:00 ～ 53 48 47 42 48 48 50 46

№３ №４

夏　季

dB（A)

dB（A)

時　季

春　季

№２

秋　季 dB（A)

№１
測定時間 　　地点単位
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表２－５ 環境騒音調査結果（施設供用後） 

注１：※は参考値（現在、環境基準は LAeqで評価するため、L50は参考値として示した。） 
注２：調査地点は図２－１参照。 

 

 

２－２ 建設騒音 

調査結果は表２－６(1)～(4)に示したとおり、敷地境界（図２－２参照）で 57～82dB の範囲

であった。 

本建設工事は、「三重県生活環境の保全に関する条例」に定める「特定建設作業に伴って発生

する騒音の規制に関する基準」の適用を受け、「敷地境界で 85dB を超える大きさのものでない

こと」と定められている。敷地境界における今回の調査結果は、全ての地点で同基準を満足し

ていた。 

 

LAeq、１ｈ L50
※ LAeq、１ｈ L50

※ LAeq、１ｈ L50
※ LAeq、１ｈ L50

※

12:00 ～ 53 49 44 36 48 42 45 40
13:00 ～ 52 49 52 37 59 51 55 42
14:00 ～ 52 48 48 38 57 49 49 42
15:00 ～ 53 48 53 38 56 48 49 42
16:00 ～ 54 49 48 40 53 49 43 40
17:00 ～ 54 48 52 46 54 52 47 39
18:00 ～ 54 49 51 44 53 53 40 39
19:00 ～ 52 46 43 40 53 53 42 36
20:00 ～ 50 43 46 39 53 53 36 35
21:00 ～ 49 43 44 39 53 53 43 35
22:00 ～ 50 48 41 38 53 53 40 34
23:00 ～ 53 49 41 39 53 53 36 35
0:00 ～ 49 47 37 36 53 53 35 35
1:00 ～ 47 47 37 36 53 53 38 37
2:00 ～ 50 49 38 37 53 53 38 37
3:00 ～ 49 48 37 36 53 53 39 38
4:00 ～ 49 48 37 36 53 53 47 37
5:00 ～ 50 48 43 38 53 53 39 38
6:00 ～ 53 49 46 42 54 53 47 40
7:00 ～ 56 52 54 49 55 54 45 42
8:00 ～ 59 56 47 45 56 55 59 52
9:00 ～ 62 59 53 49 57 56 51 49
10:00 ～ 64 61 51 48 59 58 52 49
11:00 ～ 69 66 52 49 58 57 52 50

60 － 50 － 56 － 51 －
50 － 40 － 53 － 41 －

№３ №４
時　季

№２№１
測定時間 　　地点単位

昼　間
夜　間

冬　季

dB（A)

dB（A)
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表２－６(1) 建設騒音調査結果 

                                         ［単位：dB］ 
平成 14 年４月 26 日 平成 14 年５月 24 日 

地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 

9:15 66 62 
10:44 76 73 

10:40 68 64 

13:05 57 52 
№Ａ 

13:36 62 59 
№Ａ 

15:22 66 62 

9:55 79 73 
11:01 77 74 

10:59 75 70 

13:24 70 63 
№Ｂ 

13:54 80 75 
№Ｂ 

15:39 80 76 

10:12 81 76 
11:14 78 69 

11:12 75 71 

13:38 71 67 
№Ｃ 

14:08 67 66 
№Ｃ 

15:53 71 65 

10:27 71 65 
11:28 71 67 

11:28 63 57 

13:53 62 55 
№Ｄ 

14:22 75 68 
№Ｄ 

16:08 75 66 

注）※は参考値（特定建設作業に伴って発生する騒音レベルは、L５で評価するため） 
 

表２－６(2) 建設騒音調査結果 

                                         ［単位：dB］ 
平成 14 年６月 28 日 平成 14 年７月 12 日 

地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 

9:28 69 64 
10:44 80 72 

11:03 76 68 

13:26 67 60 
№Ａ 

14:08 69 64 
№Ａ 

15:36 63 59 

9:57 75 66 
11:02 68 65 

11:32 74 66 

13:45 73 64 
№Ｂ 

14:27 72 68 
№Ｂ 

15:57 72 66 

10:22 64 59 
11:18 79 73 

11:45 70 64 

14:01 67 63 
№Ｃ 

14:44 73 69 
№Ｃ 

16:13 64 61 

10:47 74 69 
11:34 74 69 

11:59 73 66 

14:15 73 66 
№Ｄ 

15:48 82 78 
№Ｄ 

16:28 82 75 

注）※は参考値（特定建設作業に伴って発生する騒音レベルは、L５で評価するため） 
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表２－６(3) 建設騒音調査結果 

                                        ［単位：dB］ 
平成 14 年８月 27 日 平成 14 年９月 24 日 

地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 

9:37 78 78 9:12 70 65 
№Ａ 

13:27 80 73 
№Ａ 

13:26 64 61 

9:55 70 68 9:26 69 66 
№Ｂ 

13:41 72 68 
№Ｂ 

13:38 67 75 

10:09 81 77 9:37 62 60 
№Ｃ 

13:53 70 69 
№Ｃ 

13:50 62 61 

10:28 81 76 9:49 74 64 
№Ｄ 

14:04 80 76 
№Ｄ 

14:02 68 61 

注）※は参考値（特定建設作業に伴って発生する騒音レベルは、L５で評価するため） 
 

表２－６(4) 建設騒音調査結果 

                              ［単位：dB］ 
平成 14 年 10 月８日 

地点 測定時間 
騒音レベル 
（Ｌ５） 

ＬＡeq,10min※ 

9:40 65 60 
10:35 74 68 
13:07 73 67 

№Ａ 

15:20 63 58 
9:54 72 69 
10:48 66 62 
13:21 64 60 

№Ｂ 

15:40 64 59 
10:07 78 72 
11:02 70 63 
13:34 62 59 

№Ｃ 

15:53 62 59 
10:20 74 70 
11:17 60 56 
13:47 69 61 

№Ｄ 

16:06 67 62 
注）※は参考値（特定建設作業に伴って発生する騒

音レベルは、L５で評価するため） 
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２－３ 工場騒音 

施設供用後の冬季に実施した工場騒音の調査結果を表２－７に示した。 

その結果、朝の時間帯では 51～52dB、昼間の時間帯では 50～58dB、夕方の時間帯では 49～

54dB、夜間の時間帯では 48～49dB で、いずれの時間帯及び地点とも、本施設における管理基準

値を下回る値であった。 

なお、本施設では、「特定工場等において発生する騒音の規制基準（昭和 49 年 4 月 9 日三重

県告示第 241 号の 2）」を管理基準値として設定している。 

 

表２－７ 工場騒音調査結果 

地点 時間 騒音レベル 単位 時間帯 管理基準値 

15:57 50 dB（A) 昼 60 

19:07 49 dB（A) 夕 55 

22:10 48 dB（A) 夜 50 

2:09 49 dB（A) 夜 50 

6:30 51 dB（A) 朝 55 

№１ 

12:21 52 dB（A) 昼 60 

16:22 56 dB（A) 昼 60 

19:25 54 dB（A) 夕 55 

22:33 49 dB（A) 夜 50 

2:30 48 dB（A) 夜 50 

6:16 51 dB（A) 朝 55 

№２ 

12:00 58 dB（A) 昼 60 

16:44 54 dB（A) 昼 60 

20:04 51 dB（A) 夕 55 

1:48 49 dB（A) 夜 50 

2:47 49 dB（A) 夜 50 

6:01 52 dB（A) 朝 55 

№３ 

12:37 55 dB（A) 昼 60 

     ※：調査地点は図２－３参照 
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第３節 振 動 

第１項 調査概要 

振動調査は施設及び最終処分場の周辺地域における状況を把握するために実施した。 

また、平成 14 年 12 月からは、施設が供用を開始したため、施設敷地境界における振動レベ

ルについても併せて調査を実施した。 

 

１－１ 環境振動 

１－１－１ 調査時期 

調査は、表３－１に示したとおり、施設建設工事中の春季から秋季にかけて各季１回と、施

設供用後の冬季の１回、実施した。 

また、測定時間は、建設工事中は工事開始１時間前から工事終了１時間後まで、施設供用後

は施設の稼動が 24 時間であることを考慮して、24 時間測定とした。 

 

表３－１ 調査時期 

工 程 時 季 調査年月日 

春 季 平成 14 年５月 24 日 

夏 季 平成 14 年７月 12 日 施設建設工事中 

秋 季 平成 14 年 10 月８日 

施設供用後 冬 季 平成 15 年２月 19 日～20 日(24 時間測定) 

 

１－１－２ 調査地点 

調査地点は前掲の図２－１に示したとおり、施設周辺２地点及び最終処分場計画地周辺２地

点の計４地点とした。 

 

１－１－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は環境振動とした。調査方法は「振動規制法施行規則」(昭和 51 年 11 月 10 日総理

府令第 58 号)に準じて実施した。 

 

１－２ 建設振動 

１－２－１ 調査時期 

調査は、表３－２に示したとおり４月より 10 月まで（10 月８日が最終）の期間、各月１回

実施した。 

また、１回の調査頻度は、午前・午後各１回であるが、環境振動調査実施日には、午前・午

後各２回とした。 
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表３－２ 建設振動測定年月日 

月 回数 測定頻度 調査年月日 月 回数 測定頻度 調査年月日 

４月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年４月 26 日 ８月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年８月 27 日 

５月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年５月 24 日 ９月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年９月 26 日 

６月 １回 
午前・午後
各１回 

平成 14 年６月 28 日 10 月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年 10 月８日 

７月 ２回 
午前・午後
各２回 

平成 14 年７月 12 日     

 

１－２－２ 調査地点 

調査地点は４地点とし、調査位置は建設騒音調査と同地点とした（図２－２参照）。 

 

１－２－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は建設振動とした。調査方法は環境振動と同様の方法とした。 

 

１－３ 工場振動 

１－３－１ 調査時期 

調査は、表３－３に示したとおり、施設供用後の２月に実施した。 

また、測定時間は、施設が 24 時間稼動であることを考慮して、24 時間測定とした。 

 

表３－３ 工場振動測定年月日 

工 程 時 季 調査年月日 

施設供用後 冬 季 平成 15 年２月 19 日～20 日(24 時間測定) 

 

１－３－２ 調査地点 

調査地点は３地点とし、調査位置は工場騒音調査と同地点とした（図２－３参照）。 

 

１－３－３ 調査項目及び調査方法 

調査項目は工場振動とし、調査方法は「特定工場等において発生する振動の規制に関する基

準」（昭和 51 年 11 月 10 日 勧告 90）によった。 
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第２項 調査結果 

２－１ 環境振動 

振動レベルの調査結果は表３－４に示したとおり、施設建設工事中においては、全ての調査

時期、地点及び時間帯において、測定機器の保証最低値（30dB）を下回る低いレベルであった。

（調査地点は図２－１参照） 

また、施設供用後においては、表３－５に示したとおり、№３の昼間の時間帯に、近傍で土

木工事（河川改修工事）を実施していたため、測定機器の保証最低値である 30dB を越える値が

見られたが、その他の地点は、すべての時間帯で 30dB 未満であった。 
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表３－４ 環境振動調査結果（施設建設工事中） 

№１ №２ №３ №４ 
時 季 測定時間 

  地点 
単位 Ｌ10 Ｌ10 Ｌ10 Ｌ10 

7:00 ～ <30 <30 <30 <30 
8:00 ～ <30 <30 <30 <30 
9:00 ～ <30 <30 <30 <30 
10:00 ～ <30 <30 <30 <30 
11:00 ～ <30 <30 <30 <30 
12:00 ～ <30 <30 <30 <30 
13:00 ～ <30 <30 <30 <30 
14:00 ～ <30 <30 <30 <30 
15:00 ～ <30 <30 <30 <30 
16:00 ～ <30 <30 <30 <30 
17:00 ～ <30 <30 <30 <30 
18:00 ～ <30 <30 <30 <30 

春 季 

19:00 ～ 

dB（Z) 

<30 <30 <30 <30 

7:00 ～ <30 <30 <30 <30 
8:00 ～ <30 <30 <30 <30 
9:00 ～ <30 <30 <30 <30 
10:00 ～ <30 <30 <30 <30 
11:00 ～ <30 <30 <30 <30 
12:00 ～ <30 <30 <30 <30 
13:00 ～ <30 <30 <30 <30 
14:00 ～ <30 <30 <30 <30 
15:00 ～ <30 <30 <30 <30 
16:00 ～ <30 <30 <30 <30 
17:00 ～ <30 <30 <30 <30 
18:00 ～ <30 <30 <30 <30 

夏 季 

19:00 ～ 

dB（Z) 

<30 <30 <30 <30 

7:00 ～ <30 <30 <30 <30 
8:00 ～ <30 <30 <30 <30 
9:00 ～ <30 <30 <30 <30 
10:00 ～ <30 <30 <30 <30 
11:00 ～ <30 <30 <30 <30 
12:00 ～ <30 <30 <30 <30 
13:00 ～ <30 <30 <30 <30 
14:00 ～ <30 <30 <30 <30 
15:00 ～ <30 <30 <30 <30 
16:00 ～ <30 <30 <30 <30 
17:00 ～ <30 <30 <30 <30 
18:00 ～ <30 <30 <30 <30 

秋 季 

19:00 ～ 

dB（Z) 

<30 <30 <30 <30 

注：調査地点は図２－１参照。 
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表３－５ 環境振動調査結果（施設供用後） 

№１ №２ №３ №４ 
時 季 測定時間 

  地点 
単位 Ｌ10 Ｌ10 Ｌ10 Ｌ10 

12:00 ～ <30 <30 <30 <30 
13:00 ～ <30 <30 31 <30 
14:00 ～ <30 <30 39 <30 
15:00 ～ <30 <30 36 <30 
16:00 ～ <30 <30 33 <30 
17:00 ～ <30 <30 <30 <30 
18:00 ～ <30 <30 <30 <30 
19:00 ～ <30 <30 <30 <30 
20:00 ～ <30 <30 <30 <30 
21:00 ～ <30 <30 <30 <30 
22:00 ～ <30 <30 <30 <30 
23:00 ～ <30 <30 <30 <30 
0:00 ～ <30 <30 <30 <30 
1:00 ～ <30 <30 <30 <30 
2:00 ～ <30 <30 <30 <30 
3:00 ～ <30 <30 <30 <30 
4:00 ～ <30 <30 <30 <30 
5:00 ～ <30 <30 <30 <30 
6:00 ～ <30 <30 <30 <30 
7:00 ～ <30 <30 <30 <30 
8:00 ～ <30 <30 <30 <30 
9:00 ～ <30 <30 <30 <30 
10:00 ～ <30 <30 36 <30 

冬 季 

11:00 ～ 

dB（Z) 

<30 <30 <30 <30 

注：調査地点は図２－１参照。 

 

２－２ 建設振動 

調査結果は表３－６(1)～(4)に示したとおり、敷地境界では測定機器の保証最低値である

30dB 未満～51dB であった。（調査地点は図２－２参照） 

本建設工事は、「三重県生活環境の保全に関する条例」に定める「特定建設作業に伴って発生

する振動の規制に関する基準」の適用を受け、「敷地境界で 75dB を超える大きさのものでない

こと」と定められている。敷地境界における今回の調査結果は、全ての地点で同基準を満足し

ていた。 
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表３－６(1) 建設振動調査結果 
                                        ［単位：dB］ 

平成 14 年４月 26 日 平成 14 年５月 24 日 平成 14 年６月 28 日 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

9:15 32 
10:44 33 

10:40 31 
10:44 30 

13:05 <30 
№Ａ 

13:36 34 

№Ａ 

15:22 <30 

№Ａ 

14:08 31 

9:55 37 
11:01 <30 

10:59 39 
11:02 32 

13:24 40 
№Ｂ 

13:54 34 

№Ｂ 

15:39 39 

№Ｂ 

14:27 38 

10:12 35 
11:14 31 

11:12 33 
11:18 35 

13:38 37 
№Ｃ 

14:08 31 

№Ｃ 

15:53 31 

№Ｃ 

14:44 32 

10:27 40 
11:28 34 

11:28 33 
11:34 33 

13:53 31 
№Ｄ 

14:22 34 

№Ｄ 

16:08 31 

№Ｄ 

15:48 35 

 
表３－６(2) 建設振動調査結果 

                                        ［単位：dB］ 
平成 14 年７月 12 日 平成 14 年８月 27 日 平成 14 年９月 24 日 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

9:28 36 

11:03 32 
9:37 <30 9:12 39 

13:26 30 
№Ａ 

15:36 30 

№Ａ 

13:27 33 

№Ａ 

13:26 35 

9:57 36 

11:32 <30 
9:55 32 9:26 40 

13:45 32 
№Ｂ 

15:57 30 

№Ｂ 

13:41 32 

№Ｂ 

13:38 36 

10:22 <30 

11:45 <30 
10:09 31 9:37 32 

14:01 31 
№Ｃ 

16:13 30 

№Ｃ 

13:53 <30 

№Ｃ 

13:50 33 

10:47 33 

11:59 30 
10:28 30 9:49 33 

14:15 30 
№Ｄ 

16:28 <30 

№Ｄ 

14:04 38 

№Ｄ 

14:02 34 
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表３－６(3) 建設振動調査結果 
                          ［単位：dB］ 

平成 14 年 10 月８日 

地点 測定時間 
振動 
レベル 
（Ｌ10） 

9:40 33 

10:35 39 

13:07 51 
№Ａ 

15:20 33 

9:54 35 

10:48 34 

13:21 30 
№Ｂ 

15:40 31 

10:07 37 

11:02 36 

13:34 37 
№Ｃ 

15:53 33 

10:20 41 

11:17 37 

13:47 45 
№Ｄ 

16:06 42 

 

２－３ 工場振動 

施設供用後の冬季に実施した工場振動の調査結果を表３－７に示した。（調査地点は図２－

３参照） 

その結果、表３－７に示したとおり、昼間の時間帯では 30dB 未満～32dB、夜間の時間帯では

30dB 未満～33dB であり、いずれも「特定工場等において発生する振動の規制に関する基準（昭

和五十一年環境庁告示第九十号）」を下回る値であった。 

 

表３－７ 工場騒音調査結果 

 

地点 時間 振動レベル 単位 時間帯 規制基準

15:57 <30 dB（Z) 昼 65

19:07 <30 dB（Z) 夕 60

16:22 32 dB（Z) 昼 65

19:25 <30 dB（Z) 夕 60

16:44 30 dB（Z) 昼 65

20:04 33 dB（Z) 夕 60

№１

№２

№３
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第４節 悪 臭 

第１項 調査概要 

秋季調査までは、施設及び最終処分場計画地周辺地域における悪臭の現況を、冬季調査は、

施設供用後における施設からの悪臭が周辺環境に与える影響を把握するため、調査を実施した。 

 

１－１ 調査時期 

調査は、表４－１に示したとおり、施設建設工事中の春季から秋季にかけて各季１回と、施

設供用後の冬季の１回実施した。 

なお、最終処分場計画地周辺については、現況の把握をすることとした。 

 

表４－１ 調査時期 

工 程 時 季 調査年月日 

春 季 平成 14 年 ５月 22 日 

夏 季 平成 14 年 ７月 ９日 施設建設工事中 

秋 季 平成 14 年 10 月 21 日 

施設供用後 冬 季 平成 15 年 １月 28 日 

 

１－２ 調査地点 

調査地点の選定にあたっては、施設建設地の敷地境界２地点（№１、№２）及び最終処分場

計画地の敷地境界２地点（№３、№４）の計４地点とし、測定日の風向を考慮し、図４－１に

示したとおり設定した。 
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図４－１ 悪臭調査地点 

 

１－３ 調査項目及び分析方法 

調査項目は悪臭防止法に定める特定悪臭物質（22 物質）、臭気指数及び気象とし、分析方法

は表４－２に示した。 

● 
● 

● ● 
春季・夏季№１ 

春季№２ 

春季№３、夏季№４ 

春季№４、夏季№３ 

凡 例 

●：悪臭調査地点 

● 夏季・秋季・冬季№２ ● 

● 秋季・冬季№３ ● 秋季・冬季№４ 

秋季・冬季№１ 
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表４－２ 調査項目及び分析方法 

項    目 分 析 方 法       

アンモニア 昭和47年環境庁告示第９号別表第１ 

メチルメルカプタン 
硫化水素 
硫化メチル 
二硫化メチル 

昭和47年環境庁告示第９号別表第２ 

トリメチルアミン 昭和47年環境庁告示第９号別表第３ 

アセトアルデヒド 
プロピオンアルデヒド 
ノルマルブチルアルデヒド 
イソブチルアルデヒド 
ノルマルバレルアルデヒド 
イソバレルアルデヒド 

昭和47年環境庁告示第９号別表第４の１ 

イソブタノール 昭和47年環境庁告示第９号別表第５ 

酢酸エチル 
メチルイソブチルケトン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第６の２ 

トルエン 
スチレン 
キシレン 

昭和47年環境庁告示第９号別表第７の２ 

プロピオン酸 
ノルマル酪酸 
ノルマル吉草酸 
イソ吉草酸 

昭和47年環境庁告示第９号別表第８ 

臭気指数 平成７年環境庁告示第63号 

風 向 

風 速 

気 温 

気 

象 

湿 度 

地上気象観測指針（気象庁）による 
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第２項 調査結果 

調査結果は表４－３、４に示したとおり、施設建設工事中においては、春季に施設敷地境界

２地点で、ヒトの嗅覚により試験を行う臭気指数が 15（検出下限 10）と検出されたが、これは

隣接する工場の油臭等が僅かに感じられたものであった。その他のアンモニアをはじめとする

悪臭防止法に定める特定悪臭物質（22 物質）はすべて定量下限値未満であった。 

施設供用後においては、いずれの調査地点とも、アンモニアをはじめとする悪臭防止法に定

める特定悪臭物質（22 物質）はすべて定量下限値未満であり、臭気指数についても、全ての調

査地点において 10 未満であった。 

このことから、施設からの影響はないものと考えられる。 
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表４－３(1) 悪臭調査結果（春季：施設建設工事中） 

調査年月日：平成 14 年５月 22 日 
地   点 

項  目 単 位 
№１ №２ №３ №４ 

排出規制基準※ 

 アンモニア ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   １以下 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002   0.002 以下 
 硫化水素 ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 硫化メチル ppm <0.001 <0.001 <0.001 <0.001   0.01 以下 
 二硫化メチル ppm <0.0009 <0.0009 <0.0009 <0.0009   0.009 以下 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.005 以下 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.003 以下 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm <0.09 <0.09 <0.09 <0.09   0.9 以下 
 酢酸エチル ppm <0.3 <0.3 <0.3 <0.3   3 以下 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 トルエン ppm <1 <1 <1 <1  10 以下 
 スチレン ppm <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   0.4 以下 
 キシレン ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 プロピオン酸 ppm <0.003 <0.003 <0.003 <0.003   0.03 以下 
 ノルマル酪酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 ノルマル吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.0009 以下 
 イソ吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 臭気指数 ― 15 15 <10 <10 ― 

 天 候 ― 曇り ― 
 気 温 ℃ 21.8 ― 
 湿 度 ％ 54 ― 
 風 向 ― ＳＳＥ ― 

気 
 

象 
 風 速 ｍ/ｓ 0.8 ― 

※排出規制基準：悪臭防止法に基づく｢悪臭物質の排出を規制する地域の指定及び規制基準｣（平成７年三
重県告示第 228 号） 
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表４－３(2) 悪臭調査結果（夏季：施設建設工事中） 

調査年月日：平成 14 年７月９日 
地   点 

項  目 単 位 
№１ №２ №３ №４ 

排出規制基準※ 

 アンモニア ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   １以下 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002   0.002 以下 
 硫化水素 ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 硫化メチル ppm <0.001 <0.001 <0.001 <0.001   0.01 以下 
 二硫化メチル ppm <0.0009 <0.0009 <0.0009 <0.0009   0.009 以下 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.005 以下 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.003 以下 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm <0.09 <0.09 <0.09 <0.09   0.9 以下 
 酢酸エチル ppm <0.3 <0.3 <0.3 <0.3   3 以下 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 トルエン ppm <1 <1 <1 <1  10 以下 
 スチレン ppm <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   0.4 以下 
 キシレン ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 プロピオン酸 ppm <0.003 <0.003 <0.003 <0.003   0.03 以下 
 ノルマル酪酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 ノルマル吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.0009 以下 
 イソ吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 臭気指数 ― <10 <10 <10 <10 ― 

 天 候 ― 曇り ― 
 気 温 ℃ 28.5 ― 
 湿 度 ％ 85 ― 
 風 向 ― ＥＳＥ ― 

気 
 

象 
 風 速 ｍ/ｓ 1.6 ― 

※排出規制基準：悪臭防止法に基づく｢悪臭物質の排出を規制する地域の指定及び規制基準｣（平成７年三
重県告示第 228 号） 
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表４－３(3) 悪臭調査結果（秋季：施設建設工事中） 

調査年月日：平成 14 年 10 月 21 日 
地   点 

項  目 単 位 
№１ №２ №３ №４ 

排出規制基準※ 

 アンモニア ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   １以下 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002   0.002 以下 
 硫化水素 ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 硫化メチル ppm <0.001 <0.001 <0.001 <0.001   0.01 以下 
 二硫化メチル ppm <0.0009 <0.0009 <0.0009 <0.0009   0.009 以下 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.005 以下 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.003 以下 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm <0.09 <0.09 <0.09 <0.09   0.9 以下 
 酢酸エチル ppm <0.3 <0.3 <0.3 <0.3   3 以下 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 トルエン ppm <1 <1 <1 <1  10 以下 
 スチレン ppm <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   0.4 以下 
 キシレン ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 プロピオン酸 ppm <0.003 <0.003 <0.003 <0.003   0.03 以下 
 ノルマル酪酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 ノルマル吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.0009 以下 
 イソ吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 臭気指数 ― <10 <10 <10 <10 ― 

 天 候 ― 曇り ― 
 気 温 ℃ 16.4 ― 
 湿 度 ％ 97 ― 
 風 向 ― ＮＮＥ ― 

気 
 

象 
 風 速 ｍ/ｓ 0.9 ― 

※排出規制基準：悪臭防止法に基づく｢悪臭物質の排出を規制する地域の指定及び規制基準｣（平成７年三
重県告示第 228 号） 
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表４－４ 悪臭調査結果（冬季：施設供用後） 

調査年月日：平成 15 年１月 28 日 
地   点 

項  目 単 位 
№１ №２ №３ №４ 

排出規制基準※ 

 アンモニア ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   １以下 
 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ ppm <0.0002 <0.0002 <0.0002 <0.0002   0.002 以下 
 硫化水素 ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 硫化メチル ppm <0.001 <0.001 <0.001 <0.001   0.01 以下 
 二硫化メチル ppm <0.0009 <0.0009 <0.0009 <0.0009   0.009 以下 
 ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝ ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.005 以下 
 ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾌ ﾛ゚ﾋ ｵ゚ﾝｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.01 <0.01 <0.01 <0.01   0.05 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾌ ﾁ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.02 以下 
 ﾉﾙﾏﾙﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.009 以下 
 ｲｿﾊ ﾚ゙ﾙｱﾙﾃ ﾋ゙ﾄ  ゙ ppm <0.002 <0.002 <0.002 <0.002   0.003 以下 
 ｲｿﾌﾞﾀﾉｰﾙ ppm <0.09 <0.09 <0.09 <0.09   0.9 以下 
 酢酸エチル ppm <0.3 <0.3 <0.3 <0.3   3 以下 
 ﾒﾁﾙｲｿﾌﾞﾁﾙｹﾄﾝ ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 トルエン ppm <1 <1 <1 <1  10 以下 
 スチレン ppm <0.04 <0.04 <0.04 <0.04   0.4 以下 
 キシレン ppm <0.1 <0.1 <0.1 <0.1   1 以下 
 プロピオン酸 ppm <0.003 <0.003 <0.003 <0.003   0.03 以下 
 ノルマル酪酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 ノルマル吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.0009 以下 
 イソ吉草酸 ppm <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005   0.001 以下 
 臭気指数 ― <10 <10 <10 <10 ― 

 天 候 ― 晴れ ― 
 気 温 ℃ 5.0 ― 
 湿 度 ％ 94 ― 
 風 向 ― Ｎ ― 

気 
 

象 
 風 速 ｍ/ｓ 1.8 ― 

※排出規制基準：悪臭防止法に基づく｢悪臭物質の排出を規制する地域の指定及び規制基準｣（平成７年三
重県告示第 228 号） 
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